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　石鎚山系　岩黒山（1,746ｍ）は、高知県と
愛媛県との県境に位置し、山頂からは石鎚
連峰が一望できます。４月中旬～５月中旬
ころには淡いピンク色のアケボノツツジが
咲き、訪れた人の目を楽しませてくれます。
� （撮影：2014．５．13 岩黒山から石鎚山を望む）

久万高原町
� ﹁岩黒山のアケボノツツジ﹂
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平
成
27
年
度 

事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

県
市
町
振
興
協
会
　
理
事
会
・
評
議
員
会
　

【
第
2
回
定
例
理
事
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
平

成
26
年
度
第
2
回
定
例
理
事
会
を
2
月
27

日
㈮
午
後
2
時
51
分
か
ら
「
愛
媛
県
自
治

会
館
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、
白
石
勝
也
・
菅
良
二

（
今
治
市
長
）･
三
好
勝
利
（
松
前
町
議
会

議
長
）･
渡
部
明
忠
（
愛
媛
県
町
村
会
事

務
局
長
）
の
各
理
事
及
び
信
夫
秀
紀
（
愛

媛
県
市
町
振
興
課
長
）･
矢
野
巧
（
愛
媛

県
市
長
会
事
務
局
長
）･
酒
井
啓
司
（
税

理
士
）
の
各
監
事
、
田
窪
出
納
役
等
。

　

白
石
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
長
に
は
定
款
に
よ
り
白
石
理
事
長
が
充

た
り
、
事
務
局
か
ら
議
案
説
明
及
び
報
告

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
議
決
及
び
了
承
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
愛
媛
県
市
町
連
携
事
業
助
成
事

業
へ
助
成
要
望
の
あ
っ
た
「
坊
っ
ち
ゃ
ん

劇
場
子
ど
も
芸
術
体
験
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
後
援
会
へ
の
助
成
に
つ
い
て
」
を
協
議

し
、
平
成
27
年
度
も
助
成
す
る
こ
と
を
了

承
し
、
助
成
額
は
補
正
予
算
の
対
応
と
し

た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
報
告
は

次
の
と
お
り
。

◆
議
　
事

第
1
号
議
案

　

平
成
27
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て　

第
2
号
議
案

　

平
成
27
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

第
3
号
議
案

　

平
成
26
年
度
第
3
回
臨
時
評
議
員
会
の

開
催
に
つ
い
て

◆
報
　
告

第
1
号
報
告

　

職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て　

◆
そ
の
他

　

愛
媛
県
市
町
連
携
事
業
助
成
事
業
に
つ

い
て

【
第
3
回
臨
時
評
議
員
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
平

成
26
年
度
第
3
回
臨
時
評
議
員
会
を
3
月

25
日
㈬
午
前
10
時
29
分
か
ら
「
愛
媛
県
自

治
会
館
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、
白
石
理
事
長
・
清
水

裕
（
大
洲
市
長
）･
上
村
俊
之
（
上
島
町

長
）・
瀧
野
志
（
久
万
高
原
町
議
会
議
長
）・

安
田
俊
一（
松
山
大
学
経
済
学
部
教
授
）･

柏
原
準（
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
次
長
）

の
各
評
議
員
及
び
信
夫
秀
紀
（
愛
媛
県
市

町
振
興
課
長
）・
矢
野
巧
（
愛
媛
県
市
長
会

事
務
局
長
）・
酒
井
啓
司
（
税
理
士
）
の
各

監
事
、
渡
部
常
務
理
事
等
。

　

白
石
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
長
に
は
定
款
に
よ
り
瀧
野
評
議
員
を
議

長
に
選
出
し
、議
事
録
署
名
人
に
清
水
裕
・

柏
原
準
の
両
評
議
員
を
指
名
。

　

議
長
は
、
議
案
審
議
に
入
り
、
事
務
局

か
ら
議
案
説
明
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
承

認
を
得
た
。

　

さ
ら
に
、
評
議
員
の
辞
任
に
伴
う
補
欠

選
任
つ
い
て
は
、
定
款
に
よ
り
候
補
者
の

賛
否
を
諮
っ
た
結
果
、
全
員
異
議
な
く
次

の
者
を
評
議
員
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　

松
岡　

一
誠
︵
今
治
市
議
会
議
長
︶

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
。

◆
議
　
事

第
1
号
議
案

　

平
成
27
年
度
事
業
計
画
の
承
認
に
つ
い

て
第
2
号
議
案

　

平
成
27
年
度
収
支
予
算
の
承
認
に
つ
い

て
第
3
号
議
案

　

評
議
員
の
辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
に
つ

い
て

評　議　員　会

理　　事　　会
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平成27年度事業のあらまし
～ 市町村振興宝くじの収益金等を活用し、愛媛県内20市町の振興に寄与 ～

公益財団法人愛媛県市町振興協会
　当協会は、市町財政の厳しい環境に配慮し、的確な財政運営を実施していくとともに、市町の公共施設整備事
業等への資金融資、市町振興事業に対する助成及び人材育成のための研修等、次に掲げる事業を行います。なお、
市町村振興宝くじ販売促進事業については、関係団体の協力を得ながら行う。

事業名 事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

資
金
貸
付
事
業

⑴　長期貸付事業
　貸付予定枠　　30億円
　貸付対象事業　　愛媛県知事と協議し同意又は許可を受け、あるいは届出をしている一般会計債の事業とする。
　貸 付 条 件　　貸付利率　　本協会基金等貸付細則附則第２条の規定の特例として、政府資金の貸付金利を基準とし、政府資
　　　　　　　　　　　　　　　金の貸付利息以下の率で理事長が定める貸付利率とする。
　　　　　　　　　　　　　　　最近の貸付利率　平成26年度 0.1%			平成25年度 0.3%			平成24年度 0.3%
　　　　　　　　　償還方法　　半年賦元金均等償還
　　　　　　　　　償 還 日　　₉月17日及び₃月17日
　　　　　　　　　償還期間及び据置期間　　12年以内うち据置期間₂年以内
　　　　　　　　　貸 付 日　　平成27年₅月25日、平成28年₃月24日
⑵　短期貸付事業
　貸付対象事業　　当該年度内に行う必要がある緊急的な公共事業や災害防止対策事業
　貸 付 条 件　　貸付利率　　本協会基金等貸付細則附則第２条の規定の特例として、政府資金の貸付金利を基準とし、政府資
　　　　　　　　　　　　　　　金の貸付利息以下の率で理事長が定める貸付利率とする。
　　　　　　　　　償還方法　　一括償還証書貸付
　　　　　　　　　貸付期間　　単年度貸付（年度内償還）

交
付
金
の
交
付
事
業

⑴　市町交付金
　　　予算額　236,288千円
　　平成27年度オータムジャンボ宝くじ収益金を愛媛県が協会に交付する愛媛県交付金を財源として市町へ交付する。
⑵　基金交付金
　　　予算額　257,464千円
　　サマージャンボ宝くじ収益金をもって愛媛県が協会に交付する愛媛県交付金を積み立てる基金積立金を財源として市町へ交
付する。

　交付金の対象事業は、地方財政法第32条に規定する事業で、交付を受けた市町は、市町が必要とする当該事業に充当する。

市
町
振
興
助

成
事
業
　
　

⑴　市町連携事業助成事業
⑵　市町の振興に伴うイベント等助成事業
⑶　情報セキュリティ監査助成事業
⑷　メンタルヘルス対策事業助成金
⑸　災害見舞金

市
町
職
員
等

研
修
事
業
　

⑴　愛媛県研修所での研修事業
⑵　市町職員外国語研修事業
⑶　公会計改革研究事業
⑷　市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）及び全国市町村国際文化研修所（国際文化アカデミー）の受講に係る助成
⑸　関係団体研修事業等に係る助成

情
報
提
供

事
業
　
　

⑴　愛媛県市町要覧の発行
⑵　市町振興のための資料配付　「地方財政要覧」、「市町財政」等
⑶　地域づくり情報誌発行事業　「舞たうん」、「えひめイベントＢＯＸ」

そ
の
他

市町関係団体等への助成（愛媛県市長会・愛媛県町村会を経由）
　①　一般財団法人地域活性化センター年会費
　②　日本貿易振興機構（ジェトロ）愛媛貿易センター運営負担金
　③　松山空港利用促進協議会負担金

◎ 平成27年度市町村振興宝くじ発売概要
サマージャンボ宝くじ オータムジャンボ宝くじ

発 売 期 間 ７月８日㈬～７月31日㈮ ９月28日㈪～10月16日㈮

抽 選 日 ８月11日㈫ 10月23日㈮

発 売 額 1,020億円（前年度1,050億円） 390億円（前年度同額）
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随想随想随想

 

▶
森
の
国
ホ
テ
ル

 

▶
蕨
生 

遊
鶴
羽
の
棚
田

 

▶
虹
の
森
公
園

 

▶
滑
床
渓
谷 

雪
輪
の
滝

 

◀
ホ
タ
ル
の
畦
道

 

◀
松
野
町
を
走
る　
　

日
本
一
遅
い
新
幹
線

 

◀
Ｊ
Ｒ
予
土
線
松
丸
駅

﹁
弧こ

掌し
ょ
う

難な
ん

鳴め
い

﹂

　

︱
何
事
も
一
人
で
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
︱

 

松
野
町
議
会
議
長　

板
　
尾
　
喜
　
雄
　

　
「
た
っ
た
一
人
の
反
乱
」
そ
れ
は
、8
年

前
の
1
月
19
日
、
合
併
問
題
で
町
民
が
二

分
し
騒
然
と
し
た
中
で
の
、
町
長
不
信
任

の
決
議
が
端
緒
で
始
ま
っ
た
。

　

数
日
後
、町
長
の
解
散
権
が
行
使
さ
れ
、

一
期
4
年
間
の
う
ち
に
3
度
目
の
出
直
し

選
と
な
り
、
住
民
投
票
に
よ
り
隣
町
と
の

合
併
を
唱
え
る
町
長
派
と
目
さ
れ
る
派
閥

の
大
勝
と
な
っ
た
。
当
時
私
は
、
住
民
に

責
任
を
転
嫁
し
よ
う
と
す
る
町
長
の
意
図

に
は
同
意
で
き
ず
、
一
人
選
良
と
し
て
の

責
任
を
訴
え
戦
っ
た
が
、
見
事
後
塵
を
拝

し
た
の
で
あ
る
。

　

爾
来
、
二
期
8
年
間
は
、
初
選
後
4
年

に
満
た
な
い
僅
か
な
議
員
経
験
か
ら
、希
薄

で
は
あ
る
が
地
方
自
治
の
本
旨
に
ふ
れ
、町

政
に
対
す
る
視
野
に
も
変
化
を
感
じ
つ
つ
、

生
来
、
一
本
気
で
曲
が
っ
た
も
の
の
嫌
い
な

性
格
は
、
得
を
し
た
こ
と
が
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
が
災
い
し
、
不
適
切

と
見
込
ん
だ
会
計
処
理
、
先
送
り
や
責
任

逃
れ
と
見
受
け
ら
れ
る
非
効
率
な
行
政
執

行
を
糾
す
べ
く
、
10
指
に
近
い
直
接
請
求

や
そ
れ
で
も
埒
が
明
か
ず
行
政
訴
訟
を
繰

り
返
し
た
。

　

結
果
は
一
部
監
査
員
や
担
当
者
の
入
れ

替
わ
り
で
お
茶
を
濁
す
く
ら
い
で
、
本
道

の
改
善
に
功
を
奏
し
た
た
め
し
は
な
い
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
不
信
感
や
殺
伐
と
し

た
雰
囲
気
が
広
が
る
の
み
で
、
先
人
達
が

築
い
た
多
く
の
伝
統
に
帰
依
す
る
こ
と

も
、
町
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
も
な

く
、
無
為
に
過
ご
し
た
訓
戒
の
み
が
残
っ

た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
本
年
正
月
、地
元
選
出
の
議
員

と
し
て
、永
年
町
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

先
輩
が
、任
期
満
了
に
伴
う
一
般
選
挙
の
1

个
月
前
に
、突
然
辞
意
を
表
明
さ
れ
た
こ
と

に
端
を
発
し
、
地
域
の
先
輩
役
員
に
よ
る
、

後
任
擁
立
へ
の
動
き
が
始
ま
っ
た
。

　

特
に
高
齢
化
が
進
み
限
界
集
落
と
な
っ

て
久
し
い
私
の
地
区
に
と
っ
て
、
こ
の
機

を
逸
し
て
は
地
域
代
表
と
し
て
の
議
員
擁

立
は
困
難
と
の
焦
燥
感
も
あ
り
、
自
ら
も

区
役
員
と
と
も
に
、
必
死
の
奔
走
を
続
け

た
が
、
自
他
薦
を
含
め
、
議
会
活
動
へ
の

理
解
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

人
口
3
0
0
人
余
り
、
高
齢
化
率
55
％

の
当
地
区
は
、
住
民
相
互
の
助
け
合
い
支

援
な
し
で
は
、
地
域
社
会
の
存
続
が
困
難

な
状
況
で
あ
り
、
現
在
か
ろ
う
じ
て
維
持

存
続
さ
れ
て
い
る
、
小
学
校
、
農
協
（
委

託
店
）、
隔
週
1
日
診
療
の
医
療
機
関
も
、

統
廃
合
の
動
き
が
囁
か
れ
住
民
の
不
安
は

日
増
し
に
募
る
中
、
つ
い
に
そ
の
的
が
私

に
当
て
ら
れ
周
章
狼
狽
し
悩
ん
だ
末
。

　

先
年
胃
の
摘
出
に
耐
え
な
が
ら
生
き
て

い
る
妻
の
「
私
の
こ
と
は
い
い
か
ら
…
」
の
、

一
言
が
告
示
1
週
間
前
で
の
決
断
と
な
り
、

そ
れ
は
、
予
想
も
過
去
の
経
験
に
も
全
く
な

い
、大
勢
の
方
の
熱
烈
な
支
援
の
も
と
で
の
、

僅
か
旬
日
の
選
挙
戦
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

4
3
0
0
人
を
切
る
小
さ
な
町
、
そ
の

中
で
定
数
7
名
で
の
議
会
運
営
、
被
選
挙

権
の
抑
制
と
も
と
れ
る
候
補
者
制
限
、

待
っ
た
な
し
の
地
方
創
生
総
合
戦
略
、
そ

の
激
し
い
競
争
に
打
ち
勝
つ
体
制
の
確
立

等
々
、
選
挙
期
間
中
に
訴
え
た
「
開
か
れ

た
議
会
」、「
魅
力
あ
る
議
会
」
で
あ
っ
て

こ
そ
、
住
民
の
強
い
期
待
に
応
え
ら
れ
る

と
訴
え
た
選
挙
の
結
果
は
、
予
想
を
は
る

か
に
超
え
る
支
持
を
得
て
、
二
期
8
年
の

虚
空
を
超
え
、
喜
寿
を
過
ぎ
て
の
信
任
を

得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
3
月
、
は
か
ら
ず
も
議
長
の
重
責

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
新
年
度
へ
向

け
て
の
礎
が
無
事
築
か
れ
た
こ
と
に
、
こ

の
稿
を
お
借
り
し
改
め
て
関
係
各
位
に
衷

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

二
元
代
表
と
し
て
の
一
翼
を
担
う
立
場

で
、
森
の
国
ま
つ
の
「
ふ
る
さ
と
創
生
」

を
期
し
た
特
別
委
員
会
の
設
立
、
委
員
会

審
査
の
公
開
に
向
け
た
、
議
会
の
自
発
的

な
取
り
組
み
は
、
議
会
改
革
を
め
ざ
す
町

民
と
の
接
点
と
し
て
、進
め
て
参
り
た
い
。

　
「
弧
掌
難
鳴
」
は
、独
善
に
走
る
戒
め
と

し
て
い
た
だ
い
た
言
葉
で
あ
る
。
肝
に
銘

じ
て
つ
と
め
た
い
。
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県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第
15
回
定
期

総
会
は
、
3
月
27
日
え
ひ
め
共
済
会
館
で
、

県
下
町
監
査
委
員
及
び
補
助
職
員
ら
25
人

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
、
渡
部
事
務
局
長
の
司
会
で
進

め
ら
れ
、小
島
副
会
長（
愛
南
町
代
表
監
査

委
員
）
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
い
て
、
片

岡
会
長
（
内
子
町
代
表
監
査
委
員
）
が
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
表
彰
に
入
り
、
影
浦
砥
部
町
代

表
監
査
委
員
に
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
贈

呈
。

　

次
い
で
、来
賓
の
知
事（
石
丸
総
務
部
管

理
局
長
代
理
出
席
）
及
び
三
好
県
町
村
議

会
議
長
会
会
長
職
務
代
理
者
副
会
長
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
急
遽
、
公

務
の
た
め
出
席
で
き
な
か
っ
た
白
石
県
町

村
会
長
か
ら
は
懇
篤
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

次
い
で
議
事
に
入
り
、
片
岡
会
長
が
議

長
と
な
っ
て
会
議
録
書
名
人
に
猪
上
久
万

高
原
町
代
表
監
査
委
員
と
上
甲
鬼
北
町
代

表
監
査
委
員
を
指
名
し
た
あ
と
、
次
の
と

お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

⑴　

報
告
第
一
号　

会
務
報
告

　

一
同
了
承
。

⑵　

認
定
第
1
号　

平
成
25
年
度
決
算

　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、一
同
了
承
。

⑶　

議
案
第
1
号　

平
成
27
年
度
事
業
計

画
⑷　

議
案
第
2
号　

平
成
27
年
度
歳
入
歳

出
予
算

　
　

以
上
の
2
議
案
を
一
括
議
題
と
し
、

事
務
局
か
ら
順
次
説
明
。
一
同
異
議
な

く
議
決
さ
れ
た
。

⑸　

議
案
第
3
号　

決
議

　
　

小
島
副
会
長
が
別
掲
の
決
議
を
朗
読

し
満
場
の
拍
手
で
こ
れ
を
採
択
。

　

最
後
に
同
副
会
長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を

述
べ
て
総
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

第
15
回
定
期
総
会
を
開
く

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
　

決　　　　　議
　われわれ監査委員は、厳しい町財政の中、行政に対する住民の信
頼を確保し、透明性のあるものとしていくため、日々研鑽を積み努
力を重ねている。
　しかしながら、町における監査体制は、その課せられた義務と責
任を十分に果たすには厳しい現状にある。
　このため、研修、事務局体制の充実強化をはじめ、監査活動費の
確保等、監査機能の充実強化が緊急の課題である。
　本日ここに、愛媛県町村監査委員協議会第15回定期総会を開催す
るに当たり、われわれ監査委員は、相互の緊密な連携のもと、町に
おける監査機能の充実と監査体制の強化に向け、組織を挙げてまい
進することを表明する。
　以上、決議する。
　　平成27年₃月27日

愛媛県町村監査委員協議会第15回定期総会　

 

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

 

　
　

会
長
会
を
開
催

 

3
／
23
　高
松
市
で

　
　
　

第
1
7
2
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
が
、
3
月
23
日
香
川
県
自
治
会

館
で
、
四
国
4
県
の
会
長
及
び
事
務
局
長

ら
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
地
元
香
川
県
の
蓬
会
長
、

次
い
で
四
国
地
区
会
長
の
村
田
高
知
県
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
規
約
の
定
め

に
よ
り
蓬
香
川
県
会
長
が
議
長
席
に
着
い

て
、「
議
事
」
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
会
議
録
署
名
人
に
次
期
開
催
県

の
村
田
高
知
県
会
長
を
指
名
し
た
後
、
次

の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　

議　
　

事

1　

平
成
27
年
度
各
県
事
業
計
画
及
び
予

算
に
つ
い
て

　
　

各
県
事
務
局
長
か
ら
、
資
料
に
基
づ

き
説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

2　

各
県
提
出
議
題
に
つ
い
て

　

①　

第
56
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
研
修
会
に
つ
い
て
（
徳
島
県
）

　

②　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
役
員
人

事
に
つ
い
て
（
高
知
県
）

　

③　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に

つ
い
て
（
香
川
県
）

　
　

以
上
の
3
題
に
つ
い
て
各
県
局
長
か

ら
問
題
提
起
が
あ
り
、
各
県
ご
と
に
状

況
説
明
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

3　

次
期
四
国
地
区
会
長
の
選
任
に
つ
い

て

　
　

大
西
徳
島
県
会
長
が
会
長
に
選
出
さ

れ
た
。
任
期
は
4
月
1
日
か
ら
1
年
間
。

4　

次
期
四
国
地
区
会
長
会
の
開
催
に
つ

い
て

　
　

次
回
は
高
知
県
で
開
催
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　

新
議
長
紹
介

　

3
月
3
日
の
松
野
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

板
尾
喜
雄
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

松
野
町
議
会
議
長

　
　
板い

た

　
尾お

　
喜よ

し

　
雄お

　
氏
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内 子 町

町の伝統行事

い
か
ざ
き
大
凧
合
戦

●
場
所
／
五
十
崎
豊
秋
河
原

●
実
施
時
期
／
5
月
5
日
㈫

内
子
笹
ま
つ
り

●
場
所
／
内
子
本
町
商
店
街

●
実
施
時
期
／
8
月
6
日
㈭
～
8
日
㈯

小
田
燈
籠
ま
つ
り

●
場
所
／
小
田
中
央
商
店
街

●
実
施
時
期
／
7
月
2₅
日
㈯

【
概　

要
】

　

県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、約
4
0
0
年

の
歴
史
が
あ
る
い
か
ざ
き
大
凧
合
戦
、「
が
が
り
」

と
い
う
刃
物
を
つ
け
て
凧
糸
を
切
り
あ
う
勇
壮
な

凧
合
戦
や
、
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う

「
出
世
凧
」、凧
の
大
き
さ
が
約
₁₃
ｍ
と
迫
力
満
点
の

1
0
0
畳
凧
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
凧
が
数
多
く
空
に

舞
い
ま
す
。

【
概　

要
】

　

愛
媛
の
ま
つ
り
₅₀
選
に
も
な
っ
て
い
る
、旧
暦
の

七
夕
の
日
に
行
わ
れ
る
伝
統
の
ま
つ
り
で
す
。一
抱

え
以
上
も
あ
る
く
す
玉
と
わ
っ
か
、そ
の
下
に
つ
け

ら
れ
る
吹
き
流
し
、細
か
い
折
り
紙
や
輪
つ
な
ぎ
な

ど
、
丁
寧
な
手
仕
事
が
光
り
ま
す
。

　

約
1
㎞
の
商
店
街
に
約
₇₀
本
の
笹
飾
り
が
並
び
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
飾
り
を
の
れ
ん
の
よ
う
に
く
ぐ

り
な
が
ら
鑑
賞
で
き
ま
す
。
ま
た
笹
踊
り
で
は
、
約

₃₀
チ
ー
ム
の
踊
り
連
が
参
加
し
、踊
り
の
優
雅
さ
を

競
い
ま
す
。

【
概　

要
】

　

燈
籠
ま
つ
り
は
、平
家
の
落
人
伝
説
に
ち
な
む
先

祖
供
養
の
夏
祭
り
で
す
。小
田
に
逃
れ
て
、
こ
の
地

で
亡
く
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
平
清
盛
の
五

女
「
登と

貴き

姫ひ
め

」
に
扮
し
た
人
を
乗
せ
た
牛
車
、だ
ん

じ
り
み
こ
し
、
絵
燈
籠
、
稚
児
行
列
、
太
鼓
台
、
踊

り
連
な
ど
が
商
店
街
を
練
り
歩
き
、歴
史
絵
巻
を
漂

わ
せ
る
雰
囲
気
の
あ
る
ま
つ
り
で
す
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、小
田
川
に
千
個
を
超
す

燈
籠
が
流
さ
れ
、清
盛
寺
住
職
に
よ
る
供
養
の
読
経

が
流
れ
ま
す
。
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き
な
は
い
や
伊
方
ま
つ
り

●
場
所
／
伊
方
町
湊
浦

●
実
施
時
期
／
7
月
26
日
㈰

伊 方 町 【
概　

要
】

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
町
内
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

地
元
の
特
産
品
な
ど
を
販
売
す
る
き
な
は
い
や
市
場
や
子
ど
も
す
も
う
伊
方
場
所
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
魚
の
つ
か
み
取
り
、
伊
方
お
ど
り
な
ど
数
多
く
の
催
し
の

他
、
イ
ベ
ン
ト
の
ラ
ス
ト
に
は
約
4
，
0
0
0
発
の
花
火
で
締
め
く
く
り
ま
す
。

は
ん
ぎ
り
競
漕
（
ま
さ
き
町
夏
祭
り
）

●
場
所
／
塩
屋
海
岸

●
実
施
時
期
／
毎
年
8
月
第
1
土
曜
日

松 前 町 【
概　

要
】

　

ま
さ
き
町
夏
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
の
1

つ
と
し
て
、“
は
ん
ぎ
り
競
漕
”
を
塩
屋

海
岸
で
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　

は
ん
ぎ
り
競
漕
は
、
海
上
に
大
き
な

「
た
ら
い
」
を
浮
か
べ
、
体
を
前
後
に

動
か
し
て
漕
ぐ
こ
と
で
前
に
進
み
、
そ

の
速
さ
を
競
う
全
国
的
に
も
珍
し
い
競

技
で
す
。
文
禄
年
間
に
漁
夫
が
、
伝
馬

船
代
わ
り
に
「
は
ん
ぎ
り
」
と
い
う
木

の
た
ら
い
を
使
い
、
競
っ
て
沖
を
漕
ぎ

渡
っ
た
こ
と
が
由
来
と
さ
れ
、
古
く
か

ら
松
前
の
海
の
伝
統
行
事
と
し
て
守
り

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
大
き
な
た
ら
い

を
巧
み
に
乗
り
こ
な
し
勇
ま
し
く
漕
ぎ

進
む
姿
は
、
松
前
町
の
夏
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
の
ほ
か
に
も
一

般
の
部
の
参
加
も
あ
り
、
多
く
の
歓
声

を
集
め
て
い
ま
す
。
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ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

　

三
寒
四
温
の
中
で
、
桜
開
花
の
た
よ
り

が
順
々
に
届
い
て
来
る
。
透
き
と
お
る
よ

う
な
真
っ
青
な
空
を
バ
ッ
ク
に
桃
色
か
ら

白
色
の
桜
花
、
春
到
来
で
あ
る
。
風
に
ハ

ラ
ハ
ラ
揺
れ
な
が
ら
散
り
、
落
下
す
る
花

び
ら
、
無
粋
な
男
で
あ
ろ
う
と
何
と
な
く

ロ
マ
ン
を
醸
し
出
し
て
く
れ
る
不
思
議
さ

が
あ
る
桜
の
花
。
日
本
人
好
み
の
花
見
の

良
さ
が
解
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

さ
て
、
世
界
で
今
ま
で
起
こ
っ
た
地
震

の
中
で
5
本
の
指
に
入
る
地
震
Ｍ
9
が
、

日
本
列
島
の
土
台
を
大
き
く
揺
ら
し
た
東

北
・
関
東
大
地
震
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

4
年
が
経
っ
た
。

　
『
人
間
は
忘
却
を
常
と
す
る
…
』先
人
の

言
葉
が
あ
る
が
、
こ
の
大
地
震
は
忘
れ
ら

れ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
宮
古
市
田
老

に
構
築
さ
れ
て
い
た
あ
の
世
界
各
地
か
ら

視
察
に
訪
れ
て
い
た
巨
大
な
防
波
堤
が
効

果
な
く
、
無
抵
抗
？
に
近
い
無
残
に
破
壊

さ
れ
た
津
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
物
凄
さ
を

凝
縮
し
た
姿
は
、
現
実
で
あ
る
。

　

震
災
に
よ
る
死
者
1
万
5
8
9
1
人
、

行
方
不
明
者
2
5
8
4
人
、
関
連
死
3
千

人
以
上
。
未
だ
避
難
生
活
者
22
万
9
千
人
。

仮
設
住
宅
に
約
8
万
人
が
住
む
。

　

方
や
、道
路
や
鉄
道
の
復
旧
、土
地
の
嵩

上
げ
な
ど
進
め
ら
れ
て
い
る
が
…
。
諸
般

事
情
が
あ
っ
て
遅
々
な
の
か
、
早
急
な
の

か
…
。
た
だ
被
災
者
の
心
の
回
復
ま
で
は

ま
だ
ま
だ
程
遠
い
よ
う
だ
。
被
災
地
か
ら

何
百
何
千
ｋ
離
れ
て
い
よ
う
が
、
桜
花
の

情
緒
が
分
か
る
日
本
人
な
ら
ば
、
忘
却
の

言
葉
は
当
て
は
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
是

非
と
も
皆
が
一
丸
と
な
っ
て
東
北
地
方
が

元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
頑
張
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。

　

Ｍ
3
以
上
の
有
感
地
震
は
、
列
島
で
昨

年
一
年
間
に
6
0
0
0
回
以
上
の
発
生
で

あ
る
。今
後
、何
処
の
地
域
が
大
震
災
に
襲

わ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
。
中
で
も
東
京
直

下
型
地
震
が
さ
さ
や
か
れ
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
の
発
生
率
も
極
め
て
高
い
。
一

方
、
地
殻
変
動
と
と
も
に
火
山
噴
火
の
発

生
が
、
今
、
富
士
山
を
は
じ
め
と
し
て
実

し
や
か
に
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
中
で

も
九
州
中
部
で
の
巨
大
噴
火
は
、
死
者
約

1
億
人
想
定
と
も
仄
聞
す
る
。

　

そ
こ
ま
で
広
が
る
と
、
そ
の
被
害
に
日

本
経
済
の
み
な
ら
ず
列
島
自
体
そ
の
も
の

が
、
沈
没
し
て
し
ま
い
そ
う
な
感
じ
に
な

る
…
。
さ
ら
に
世
界
経
済
も
危
う
い
も
の

と
な
ろ
う
。
い
や
い
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
妄

想
か
ら
流
言
蜚
語
に
値
す
る
よ
う
な
も
の

は
、で
終
わ
り
に
し
た
い
。因
み
に
九
州
中

部
の
巨
大
噴
火
の
発
生
確
率
は
、
1
0
0

年
以
内
に
1
％
と
注
釈
が
あ
る
。
そ
れ
よ

り
も
今
日
的
な
集
中
豪
雨
や
雷
、強
風
、渇

水
、
理
由
不
明
な
凶
悪
事
件
、
諸
外
国
で

の
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
工
夫
を
考
え
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
日
々
の
営
み
を
し
た
い
も

の
だ
。

　

た
だ
常
に
、
自
然
災
害
に
対
す
る
危
機

意
識
と
1
週
間
分
の
自
分
自
身
で
生
活
可

能
な
備
え
は
し
て
お
い
た
ほ
う
が
賢
明
で
、

自
助
の
意
識
を
持
つ
事
は
大
事
。

�

（
Ｔ
）

 

「
た
く
さ
ん
の
事
を
生
半
可
に
知
っ
て
い

　

る
よ
り
は
、何
も
知
ら
な
い
方
が
良
い
」

�

　
（
ニ
イ
チ
ェ　

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）

一

筆

3
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
平
成
27
年
大
洲
市
消
防
出
初
式

▽
2
日
＝
平
成
26
年
度
全
国
町
村
下
水
道

推
進
協
議
会
愛
媛
県
支
部
研
究
会
、
平

成
26
年
度
水
道
事
業
推
進
等
研
究
会
、

平
成
26
年
度
水
産
業
振
興
対
策
事
業
推

進
等
研
究
会

▽
3
日
＝
均
等
割
分
の
「
都
道
府
県
別
市

町
村
数
」
の
取
扱
い
に
係
る
意
見
交
換

会
、
全
国
町
村
会
長
・
会
長
職
務
代
理

者
打
合
会

▽
4
日
＝
愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協

議
会
定
期
総
会
、
愛
媛
県
人
権
協
会
定

期
総
会
、
平
成
26
年
度
市
町
職
員
研
修

会（
愛
媛
県
人
権
協
会
）、
地
方
創
生

フ
ォ
ー
ラ
ム

▽
5
日
＝
都
道
府
県
町
村
会
政
務
担
当
職

員
研
修
会
〈
6
日
ま
で
〉

▽
9
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

長
期
貸
付
申
込
受
付
、
自
治
労
要
望
運

動
▽
10
日
＝（
公
社
）愛
媛
県
畜
産
協
会
平
成

26
年
度
第
2
回
理
事
会

▽
11
日
＝
平
成
26
年
度
ダ
ム
所
在
・
発
電

関
係
市
町
振
興
事
業
推
進
等
研
究
会
、

平
成
26
年
度
山
村
振
興
等
事
業
推
進
等

研
究
会

▽
12
日
＝（
公
財
）え
ひ
め
農
林
漁
業
振
興

機
構
第
3
回
理
事
会

▽
15
日
＝
平
成
27
年
西
条
市
消
防
観
閲
式

▽
16
日
＝
愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
・
え

ひ
め
大
会
実
行
委
員
会
第
1
回
常
任
委

員
会
、
愛
媛
県
建
設
業
審
議
会

▽
17
日
＝
平
成
26
年
度
第
3
回
愛
媛
県
障

害
者
施
策
推
進
協
議
会
及
び
愛
媛
県
障

害
者
自
立
支
援
協
議
会

▽
18
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会

▽
19
日
＝
地
方
分
権
有
識
者
会
議
、
日
本

下
水
道
事
業
団
評
議
員
会

▽
20
日
＝
都
道
府
県
市
町
村
振
興
協
会
事

務
局
長
会
議
、（
公
社
）愛
媛
県
浄
化
槽

協
会
第
2
回
検
査
事
業
委
員
会
、（
公
社
）

愛
媛
県
浄
化
槽
協
会
第
22
回
理
事
会

▽
23
日
＝
第
1
7
2
回
四
国
地
区
町
村
議

会
議
長
会
会
長
会
、
四
国
4
県
町
村
議

会
議
長
会
事
務
局
長
並
び
に
担
当
者
会

編
集
後
記

　

卒
業
式
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。
卒
業
式

の
歌
と
言
え
ば
、僕
の
時
代
は
「
仰
げ
ば
尊

し
」
に
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。「
今
こ
そ
ぉ

～
別
れ
め
ぇ
～
」
な
ん
て
歌
い
な
が
ら
感

極
ま
っ
た
も
の
で
す
。
小
学
生
な
の
で
、
文

語
で
意
味
も
分
か
ら
な
い
の
に
、
な
ぜ
な

ん
で
し
ょ
う
か
ね
ぇ
。

　

そ
し
て
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
今
で
も

そ
う
し
た
場
面
に
で
く
わ
し
、別
れ
を
惜
し

ん
で
涙
を
流
す
小
さ
な
子
供
た
ち
の
姿
を

見
る
と
、
ぐ
っ
と
き
て
し
ま
う
ん
で
す
。

　
「
別
る
る
後
に
も
ぉ
～
や
よ
～
忘
る
な
ぁ
～
」

◇

　

昨
年
3
月
の
編
集
後
記
の
コ
ピ
ペ
。
今

年
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
す
。「
会

う
は
別
れ
の
始
め
」
と
申
し
ま
す
。
年
度

末
を
迎
え
多
く
の
人
た
ち
に
異
動
が
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
さ
よ
う
な
ら
」
は
、「
左
様
な
ら
ば
」。

そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
当
は

別
れ
た
く
な
い
け
れ
ど
、
ど
う
し
て
も
そ

う
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
な
ら
が
由

来
だ
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
、
ま
た
会
う
日

ま
で
お
元
気
で
。「
別
れ
は
出
会
い
の
始

ま
り
」
で
す
。
乾
杯
！

▽
24
日
＝（
公
財
）え
ひ
め
産
業
振
興
財
団

定
時
評
議
員
会

▽
25
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

平
成
26
年
度
第
3
回
評
議
員
会
、
平
成

26
年
度
清
掃
事
業
推
進
等
研
究
会

▽
26
日
＝
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
財
政

委
員
会
、
同
全
体
会
議
、
全
国
町
村
会

正
副
会
長
会
、
第
49
回
海
外
地
方
行
政

調
査
説
明
会
、
意
見
交
換
懇
談
会

▽
27
日
＝
中
央
教
育
審
議
会
生
涯
学
習
分

科
会（
第
76
回
）、
愛
媛
県
町
村
監
査
委

員
協
議
会
第
15
回
定
期
総
会

▽
30
日
＝
愛
媛
県
市
町
各
種
事
業
総
合
協

議
会
定
期
総
会
、
愛
媛
県
農
業
会
議
第

1
0
1
回（
創
立
60
周
年
）通
常
総
会
、

愛
媛
県
農
業
会
議
3
月
定
例
常
任
会
議

員
会
議

▽
31
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
平
成

26
年
度
第
5
回
定
例
会


